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総　額
令和２年度

22億6,078万1千円
令和元年度

28億2,458万6千円

収集運搬
41.5％
収集運搬
41.5％

焼却処理
17.2％
焼却処理
17.2％

10.8％10.8％

10.6％10.6％

不燃系ごみ
破砕等処理
19.6％

不燃系ごみ
破砕等処理
19.6％

ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

28.1円28.1円28.1円143.7円143.7円143.7円 20.9円20.9円20.9円7.6円7.6円7.6円 10.6円10.6円10.6円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 58.7円58.7円58.7円 167.4円167.4円167.4円

ごみ・資源物処理経費に総額約22億6,078万1千円令令和和２２年年度度
廃棄物会廃棄物会計計

令和元年度令和２年度
１１億５,３３３万１千円３億８,８７６万３千円※焼却処理

※浅川清流環境組合負担金を含む

令和元年度令和２年度
８億６,４１９万９千円９億３,８９１万４千円収集運搬
２億５,４１３万９千円３億４９９万６千円燃やすごみ
５,５７７万９千円５,７６６万５千円燃やさないごみ
４,４０７万円４,５５５万２千円粗大ごみ

９,９７４万７千円１億３０７万５千円プラスチックごみ
１億３,３８１万６千円１億３,８３０万７千円古紙・布

３,３９３万５千円３,８１２万２千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,８１１万７千円３,９３８万７千円空き缶・金属
５,７１６万６千円５,９０８万１千円ペットボトル
４４３万３千円４６１万８千円拠点回収

１億１,９４３万５千円１億２,１８１万１千円有機性資源（剪定枝・
乾燥生ごみ）

２,３５６万２千円２,６３０万円集団回収
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市民１人当たり　　1万8,317円
１世帯当たり　　　3万6,619円
　令和２年度にごみ・資源物の処理にかかった経費は、総額
で約２２億６,０７８万１千円でした。これは、本市の令和２年度一
般会計決算の約３.９％、市税収入の約９.３％になります。令和
２年度のごみ・資源物の総排出量は２９,５１９ｔでしたので、１
ｋｇ当たり７６.６円となり、市民１人当たりで見ると１万８,３１７
円、１世帯（平均約２.０人）当たり３万６,６１９円になります。
歳入総額は約5億5,799万２千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、約５億５,７９９万２千円で
した。これは、ごみ・資源物処理経費総額の約２４.７％に当た
ります。歳入のうち、家庭系ごみ処理手数料は約３億２,１８６万
円、粗大ごみ処理手数料は約３,７２３万４千円でした。
環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や新たなごみ減量施策、
環境保全事業の充実などに充当するため設置しているもので
す。令和２年度は環境基金に２億２,５６１万９千円が積み立て
られました。内訳は、家庭系ごみ処理手数料収入約３億２,１８６
万円の約２５％に当たる約８,０４６万５千円、一般財源から約１億
４,５１５万４千円です。

資源化処理にも多額の経費が使われます
　令和２年度に資源化処理（資源物の収集、資源物・燃やさ
ないごみ・プラスチックごみなどの資源化）にかかった経費
は、約８億６,３６６万５千円（ごみ・資源物処理経費総額の約
３８.２％）でした。限りある資源を有効活用するため、資源物を
分別することはもちろん大切です。しかし、その処理には多
額の経費が使われます。そのことからも、まずはごみになる
ものを元から減らす発生抑制に取り組むことが重要です。
ごみの減量でいちばん大切なことは発生抑制です
　日常生活の中で実践できる、代表的な発生抑制の取り組み
を紹介します。
▷生ごみの水切りを徹底する
▷マイボトル、マイバッグを持参する
▷余分なものは買わない
▷過剰包装やダイレクトメールは断る
▷料理は作り過ぎない、残さない
　発生抑制に取り組んだ後に、使えるものは何度でも使うリ
ユース、分別して資源として再生利用するリサイクルに取り
組むことが大切です。引き続き、発生抑制を最優先としたごみ
の減量・資源化の推進へのご理解・ご協力をお願いします。

その他　 0.3％

選別等処選別等処理理

埋立・エコセメン
埋立・エコセメントト化処化処理理

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
５万８,７１８円燃やすごみ
１６万７,４１５円燃やさないごみ
１６万５,１９０円可燃系粗大ごみ １７万４,１９０円不燃系
１４万３,７３２円プラスチックごみ
２０万１,０３４円有害ごみ
２万８,１０５円古紙・布
７万６,４５３円びん・スプレー缶
２１万１,８８０円空き缶・金属
２７万８,４３６円ペットボトル
１１万２,３８１円拠点回収
１０万８,５０４円剪定枝、乾燥生ごみ
１万９,００３円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
３億２,１８６万円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,６９９万８千円事業系ごみ処理手数料

６,５１６万９千円自家搬入ごみ処理手数
料

３,７２３万４千円粗大ごみ処理手数料

２,４６９万円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

８,２０４万１千円その他

令和元年度令和２年度
３億９,０２４万４千円４億４,２２４万８千円不燃系ごみ破砕等処理

令和元年度令和２年度
１億８,８１５万１千円２億４,３７７万８千円選別等処理

７２８万７千円１,６２１万４千円古紙・布
３,６９１万９千円４,３６７万８千円びん
３,６３０万２千円５,１４４万円空き缶・金属
３,４４６万４千円４,８３６万５千円ペットボトル
４４２万３千円４５９万７千円拠点回収
１,９２２万９千円２,６６０万４千円可燃粗大
４,９５２万７千円５,２８８万円剪定枝・乾燥生ごみ

令和元年度令和２年度

２億２,４２３万７千円２億３,９３５万円埋立・エコセメント化
処理

令和元年度令和２年度
４４２万４千円７７２万８千円その他

夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報告告
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　学校の夏休み期間中、市内の小・中学校に設置している電動生ごみ処理
機を有効利用するため、夏休み生ごみ投入リサイクル事業を実施しまし
た。
　今年度の実施校は６校で、猛暑の中、投入管理のボランティア活動にご
協力いただいた方は４４人、投入者延数は８６２人でした。その結果、地域の皆
さんの着実な取り組みにより１か月間で約１.５ｔの燃やすごみを減量する
ことができました。（右下表）
　今年度は、各実施校で参加者に対し、家庭での
生ごみの水切り徹底の呼びかけなどを行いなが
ら、燃やすごみの減量に取り組みました。

　ご参加いただいた皆さん、ご協力ありがとうございました。
食品リサイクル 堆 肥を無料配布

たい

　投入された生ごみは、電動生ごみ処理機で乾燥処理した後、食品リサイ
クル堆肥に加工され、市民の皆さんに無料配布しています。
　配布は、毎週金曜日・毎月第２火曜日の午後３時〜４時（祝日、年末年
始を除く）に、中間処理場（貫井北町１−８−２５）で行っています。

　ごみゼロ化推進員は、町会・自治会・事業者などからの推薦や、
公募市民などで構成されており、３部会に分かれてごみの減量やま
ちの美化などに向けた活動を、市と連携して行っています。

　推進員の皆さんのおかげで、市内のごみは減
量に向けて大きく前進しました。
　市では、ごみゼロ化推進員を随時募集してい
ます。より一層のごみ減量を図るため、多くの
皆さんの応募をお待ちしております。ごみ対策
課までお問い合わせください。

Ｒリデュースリデュース

ごみゼロ化推進員を募集しています

ごみゼロ化推進員をご存知ですか

ごみゼロ化啓発部会 ごみの減量にかかわりのある啓発
活動を企画・実施しています。

事業所にかかわりのあるごみの減
量施策を検討・実施しています。事業所部会

清掃活動など、まちの美化やごみ
の減量にかかわりのあるキャンペ
ーンを実施しています。

まち美化部会
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　令和２年６月１６日、７月１８
日に浅川清流環境組合可燃ご
み処理施設で発生した水銀濃
度超過事案を受けて、可燃ご
みの共同処理を行う日野市、
国分寺市、小金井市では、可
燃ごみへの水銀混入を防止す
るため、水銀使用製品回収キ
ャンペーンを昨年度に引き続
き実施します。
　ご家庭で使用していない水
銀使用製品がありましたら、
お持ちください。お持ちいた
だいた方に粗品（エコバッグ
およびくるカメグッズ）を差
し上げます。
■実施期間１０月１日（金）〜

１２月２８日（火）
 ごみ対策課、公民館各館
■回収品目水銀体温計、水銀
温度計、水銀血圧計、容器に
入った水銀
※温度、血圧を示す部分がア
ルコール式（赤色、青色）の
もの、電子式のもの、事業所
で使用したものは対象外です
※その他の使用製品（蛍光管
など）は、ご家庭から有害ご
みとして排出をお願いします

所　市では現在、二枚橋焼却場跡地で不燃・粗大ごみ積替え・保管施設の建設工
事を施行しています。現場では躯体工事が進み、今後は鉄骨工事、外装工事と
進んでいく予定です。
　今後も進捗状況については、市報等で公開してまいります。

不燃・粗大ごみ積替え不燃・粗大ごみ積替え・・
保管施設建設工事保管施設建設工事のの

進進捗 捗 状況をお知らせしま状況をお知らせしますす
ちょく合計二中一中南小緑小前原小一小

３８５５５６１１６投入日数（日）
８６２８４１８４６１１５４１９１１８８投入延数（人）
１,４８７１３０２７３１４７３４２２８５３１０投入総量（㎏）

喫煙ルールを守ってください

　路上禁煙地区での喫煙、たばこのポイ捨て等の違反行為により、多く
の方が迷惑しています。喫煙の際は、ルールを守ってください。

※路上禁煙地区は、ＪＲ武蔵小金井駅・東小金井駅・西武多摩川線新小金
井駅を中心としたエリアです

　市では、燃やすごみの減量と循環型社会の形成に向けて、新たに
大型生ごみ減量化処理機器を購入する自治会や管理組合などの団体
に対し、補助金を交付する制度を実施しています。ぜひご利用くだ
さい。

　家庭等から排出される生ごみを自家処理するために、容量を
減少させ、または堆肥化もしくは消滅させる処理能力が１日１０
㎏以上の機器
 町会、自治会、集合住宅管理組合等、地域においておおむね
２０世帯以上の家庭等により構成される団体
■補助金額１団体につき１台までとし、大型生ごみ減量化処理
機器の購入に要した本体費用および設置費用（消費税含む）の
５分の４（１００円未満の端数は切り捨て）に相当する額で、１５０
万円まで
■申請書配布場所ごみ対策課
 購入前に申請書などを提出し、交付決定を受けてください。
市の交付決定通知を受けた日から６０日以内に処理機器を購入
し、機器を設置した日から６０日以内に実績報告書を提出してく
ださい。補助金の申請方法等、詳しくはお問い合わせください

対

申

大型生ごみ減量化処理機器とは

●ごみ袋のサイズが小さくなる、使用枚数
が減る

●においや虫が気にならなくなる
●カラス被害を減らすことができる
●環境に対する意識が高まる

機器を使用するメリット

大大型型生生ごごみみ減減量量化化処処理理機機器器購購入入費費
補補助助金金ををごご活活用用くくだだささいい

大大型型生生ごごみみ減減量量化化処処理理機機器器購購入入費費
補補助助金金ををごご活活用用くくだだささいい

※次回のごみ減量大作戦は１１月１５日号に掲載予定です

　現在粗大ごみを排出される方が大変多く、収集までに１か月程度
のお時間を頂いております。ご不便をおかけして申し訳ありませ
ん。期間短縮に努めていますが、粗大ごみ
の排出量が増え続けているため、収集に時
間を要する状況が長く続く可能性がありま
す。そのため、お引越し等を予定されてい
る方は、余裕を持ってお申し込みくださ
い。また、粗大ごみの計画的な排出にご協
力をお願いします。

粗大ごみの申し込みについ粗大ごみの申し込みについてて

【条例により禁止されている行為】
×路上禁煙地区内での喫煙
×吸い殻等の投棄

日野日野市市・国分寺市・小金井市・国分寺市・小金井市・・
浅川清流環境組合共同実施事浅川清流環境組合共同実施事業業

水銀使用製品回収キャンペー水銀使用製品回収キャンペーンン


